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─やりがいや魅力を感じている点を

聞かせてださい。

小木曽　マイナンバーを使って外部
情報との連携を行う際に情報提供ネ
ットワークシステムが用いられるの
ですが、その関連システムの運用保
守を担当しています。マイナンバー
の活用というのは、ある意味一番国
民に近いサービスなので、自分の業
務がそのまま国民の生活に直結して
いることを日々感じています。
高松　私は、今年度新設されたコン
サルティング担当で、マイナンバー・
マイナンバーカードを活用した新規
事業創出の検討やForesight営業を
行っています。今後のマイナンバー
カード利活用拡大に向けて、社内他
組織含めた関係者やお客様と議論し
たり、未来像を描いたりしており、自
分たちが国のインフラの成長を担っ
ているというやりがいをとても実感
できています。
桐原　私が手掛けているのは、オン
ライン上で本人確認を行うために埋
め込まれている、電子証明書に関連
するシステム開発です。エンドユー

ザーが国民全員という
社会的な影響力が大き
い仕事ができていると
実感しています。
あと、当社は要件定義
の最初のところから、設
計・開発、移行、運用保
守というシステム開発
全体を一気通貫で経験
することができるので、
全体像を捉えながら仕
事ができますし、お客様
に最初から最後まで寄り添いながら
システムを開発して提供できるのも
大きな魅力です。
畑　私は、マイナンバーカードの読
み取りを行ったりするスマートフォ
ンアプリの開発に携わっています。
人々の生活に密接に関わっており、
SNSやアプリストアのコメントで
自分の関わったアプリが「すごく便
利だ」と評価されているのをすぐに
見ることができるというのは、世の
中の役に立っているという実感がわ
いてやりがいにつながっています。

─マイナンバー制度の現状をどのよ

うに見ていますか？

桐原　世間では、個人情報が国に管
理されるなどと不安をあおるような話
もありますが、その背景には中身が
わからない、オープンになっていない
という部分があるのではないかと思っ
ています。危険なことはありませんし、
これまで各自治体で個人情報を管理
してきた状況と何ら変わりはないので
すが…　もっと安全性を積極的に訴
えて、何となく怖いといったイメージを
払拭できればと思います。
小木曽　個人情報の持ち方は、これ
までと何ら変わってはいないのです
が、個人情報が全て中央に集められ
て国が管理している、というイメー
ジが持たれているようです。その部
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分は変えていかないといけませんよ
ね。あと、便利に使えるということ
を、より多くの人に知ってもらう必
要もあると思っています。
畑　スマホでの利用も、正直まだあ
まり身近なものとはなっていない状
況です。ふるさと納税の特例申請を
簡単に行うことのできるアプリなど
もあるのですが、まだ導入している
自治体が多くないので…　もっと広
めていきたいです。
高松　引越しに伴う住所変更の手続
きを一括で行うことができるサービ
スが11月に始まりましたが、同様の
官民連携サービスがより拡大してい
けば、マイナンバーカードを活用す
る機会も増え、多くの人に便利であ
ると感じてもらえると思います。現
実には、まだ形にできているものは
少ないという状況ですが…。

─職場の雰囲気や働き方はどのよう

な感じでしょう。

小木曽　厳しい職場をイメージして
いたのですが、穏やかな人が多く、
ベンダさんも含めて良い雰囲気で
す。あと、若手のうちから色々な経
験を積ませてもらえていると感じて
います。教育制度も充実していて、会
社として成長を促そうという意識が
とても強いと思います。
高松　自分のやりたいことをはっき
り伝え、逆に上司から期待されるこ

個人的には、お客様とも社内メン
バとも距離が近いマネージャーにな
りたいですね。
桐原　デジタル化というと、どうし
てもお年寄りの方々がおいてけぼり
になってしまうところがあると思い
ます。最近はスマホを使いこなす高
齢者の方も多いですが、全員がそう
ではありません。このまま行くと、
若者ばかりが便利になることにもな
りかねない気もして…　例えば、バ
スに乗るときにマイナンバーカード
をかざせば高齢者割引になるなどと
いった、お年寄りに便利なサービス
も、どんどん提案して企画・開発を
リードしていきたいです。
高松　自分自身、給付金は関係ない
ですし、会社に勤めていると自分で納
税もしませんので、マイナンバーカ
ードは身分証明書替わりになってし
まっています。私みたいにマイナンバ
ーカードを持っているけど使う場面
がないという方はたくさんいると思
いますので、人生のどのような局面で
も、“×マイナンバー”という接点を
作っていきたいです。そのために、
Foresight視点での提案から、受注ま
で確実に実現し、より良い社会を創
造していきたいなと思います。
畑　スマホアプリの開発は、全社的
に見てそれほど多い案件ではありま
せん。なので、この分野の有識者に
なって新しいアプリの立上げなどを
行っていきたいです。
マイナンバーカードについては、
物理的なカードからスマートフォン
に証明書を入れるような進化を遂げ
ておりますし、将来的には、手のひ
らにチップを埋め込み、いつでもど
こでも使えるようなものになってい
くかもしれませんね。

とを直接聞ける機会が確保されてい
て、風通しは良いですね。女性にとっ
ての働きやすさも感じます。産休・
育休から戻って営業の最前線で活躍
している方もとても多くて、自分自
身のライフプランを踏まえて働いて
いける職場だと思います。
畑　上司も含め、チーム内で気軽に
相談ができる雰囲気が醸成されてい
て働きやすいです。休みもきちんと
取れますし、ワークライフバランス
が実現できているという感じです。
桐原　組織の縦割りもないですね。
先般手掛けた案件も、技術に詳しい
方、セキュリティに詳しい方、PM
ができる方などに加わっていただき
ました。社内に色々な知識や経験を
持った方がいるので、チームNTT
データとしてお客様にシステムを届
けることができるというのは、非常
に良いと思いますし、自分のやりが
いにもつながっています。

─ご自身とマイナンバー活用の今後

についてお聞かせください

小木曽　自分の関わっている分野か
ら言うと、法律が出来て、それに則
った情報連携ができるようになるま
での時間を早くしたいです。例えば、
経済対策の減税のように、急遽決ま
った政策に対しても、基盤がすぐに
対応できれば、いち早く国民に届け
ることができます。もちろん、法律

が成立するまでに
も時間はかかりま
すが、システム側で
対応できることも
たくさんあると考
えています。

風通しのよい組織とチャレンジ
機会により成長が促される

風通しのよい組織と様々な
経験の機会で成長が促される


